平成２２年度伸銅品需要改訂見通し並びに
２６年度までの中期需要改訂見通し

平成２２年９月２１日
調査統計委員会
日本伸銅協会調査統計委員会では、平成22年度の伸銅品需要改訂見通し並びに平成26年度までの中期需要改訂見通しの策定を行なった。需要改訂見通し案の策定に当たっては、各品種別の統計調査専門委員が実績データ等を元に作成した市場予測値をあらかじめ委員会に提出しておき、それらの予測値を統計的な処理をし作成した原案を、調査統計委員会で検証し審議の上取り纏めた。
　その結果、平成22年度の需要改訂見通しについては、本年3月に855千トン（対21年実績見込み比＋13.5%増加）を見通したが、今回は22年度需要を865千トン（21年度比＋14.8％）に微増し改訂した。

また、平成26年度までの中期需要改訂見通しについても、品種別に本年度（平成22年度）の需要変動が中期需要に与える影響の検証を行なったが、本年３月の策定時以降に新たな構造変化が見受けられなかった。従い、中期最終年度（26年度）の伸銅品需要は、前回の見通しと同量の907千トン（21年度対比年率＋3.8％）とした。
（１）平成２２年度の需要改訂見通し

　Ⅰ．日本経済の動向

　　　
平成22年上期の我が国の経済は、中国を中心とした新興国向け輸出が堅調さを維持しているため景気の腰折れは回避されているが、景気回復のペースは鈍化傾向にあるする見方が一般的である。
　　こうした背景として、4-6月期の実質ＧＤＰが耐久財消費の増勢鈍化を主要因に前期比年率+0.4％に留まり、デフレの影響により名目ＧＤＰも△3.7％と大幅なマイナスとなったことが挙げられている。7-9月期の実質ＧＤＰも、1.0％程度の小幅な上昇とする見通しがある。
　　また、鉱工業生産は、7月が2ヶ月ぶりのプラス（前月比＋0.3％）となったことから、7-9月期はプラスを維持する見通しであるが、ペースは鈍化し穏やかな増勢持続に移りつつあると言われている。
下期以降の景気の先行きについては、世界的に景気刺激策の効果が薄れつつあるほか、内需の回復力が脆弱なため、減速傾向が一段と明確になることが懸念されている。

日本経済の回復を支えている輸出については、米国、欧州、中国などの海外経済の動向に不透明感が広がりを見せている。更に、夏場以降に急速に進んだ15年ぶりといわれる急激な円高に対しても、85円を割り込むような水準が長期化すれば、日本製品の輸出競争力を削ぎ下押しする懸念が指摘されている。
一方、国内の民需も回復感に乏しい状態が続いており、なかでも企業部門の厳しさが長引く見通しである。鉱工業生産の回復と共に設備稼働率は上昇を辿っているが、設備過剰感の解消が遅れていることから設備投資の低迷が続いている。
企業業績の改善も続いているが売上高の回復と人件費などの固定費削減によるところが大きいことから、急激な円高が進みつつある中では、製造業の国内の設備投資への慎重な姿勢が目立っており、設備投資の回復が始まるのは2011年以降にずれ込み、遅れは中長期化するとの見方が広がりを見せている。
また、景気刺激政策は、エコポイント制度やエコカー減税による需要の創出も一巡し、エコカー補助金が本年9月半ばで終了したことから、この面での息切れを指摘する見方もある。
Ⅱ．平成２２年度の伸銅品需要改訂見通し［全般動向］
　　

平成22年度上期の国内伸銅製品の需要は、本年3月に見通した通り、半導体、自動車・電子機器・等を主たる需要分野とする板条製品が伸銅品の需要回復を牽引し、上期は世界同時不況前の平成20年度の90％程度の需要水準で推移した。

ただ、下期については、エコカー補助金が廃止されたことから国内の自動車メーカー各社が足許の減産を発表する等、自動車分野の需要後退が懸念され始めている。

一方、空調・冷凍機用を主な需要分野とする銅管は、年度初めには低位に推移していたが、夏場の猛暑によりエアコン製品の販売が進んだことから、年初の想定を上回る銅管需要があり、不需要期ではあるが下期にもある範囲の需要が期待出来る状況にある。
黄銅棒も住宅・建築需要の回復が遅れているが、自動車向け需要が堅調に推移し、住宅のリフォーム需要も見られたことから、概ね年初の見通し通りにて推移した。下期についても、自動車の後退等は予想されるものの、想定並みの推移が見通される。
　
　　　このように品種別の需要動向を総合し、上期の伸銅品需要合計は、年初見通し
（425千トン）に対し437千トンに増量し、前年同期を大きく上回る＋30.4％増に改訂した。
また下期については、年初見通し（431千トン）に対し428千トンに微減し、対前年同期比では＋2.3%増に改訂した。
その結果、22年度合計量では、年初見通し（856千トン）を10千トン増加し、865千トン、対前年度比＋14.8%増に改訂した。
Ⅲ．品種別の上期の伸銅品需要状況と下期見込み
　１．銅板条
半導体は、パソコン、車載部品、液晶・ＬＥＤ等のデジタル系家電、スマートフォン等の新世代型通信機器、等あらゆる電子機器に搭載を拡げていることから、リードフレーム需要分野に一層の広がりを見せ、銅板条は上期を通し安定した需要を示した。

自動車も半導体に次ぎ安定した需要を見せた。期初には北米で起こったリコール問題の拡大が懸念されたが、比較的短期間に円満な解決が図られ需要への影響は少なく収まった。一方、新興国では自動車需要の拡大が続き、板条需要の底堅い推移に繋がっている。
国内自動車産業は、エコカー減税とエコカー補助金等の政策効果によりハイブリッド車をはじめとした需要は堅調であり、車載用端子・コネクター需要は安定していた。
然しながら、国内のエコカー補助金制度が本年9月半ばで終了したことから、日本経済全般に与える影響が懸念される等、板条需要の不透明さに繋がりつつある。
また、電子機器部品用端子・コネクターについては、総じて堅調な需要を示したが、機種毎の好不調は見受けられた。
リチウムイオン電池用負極集電板として使用される圧延銅箔の需要は旺盛であり、電解銅箔と競合する部分は見られるものの、今後も車載用途を中心に拡大することが期待される。

板条製品は、全般に製品の小型軽量化に伴う素材の軽薄短小の傾向が進んでおり、今後もこの傾向は続くものと考えられる。
配電制御・ブスバーが中心となる銅板は、民間設備投資への依存が大きく、回復が遅れている。
ガス機器・給湯器は、国内のエコキュートやオール電化への流れは変わらないため、中期的には伸び悩みの傾向は避けられず、給湯器メーカーも集約の傾向にある。ただ、今期については、不需要期ながら例年に比べると落ち込みは少なかった。
銅屋根等の建築需要は、目立った需要の回復が見られなかった。
下期については、上述の通り、9月で廃止されたエコカー補助金の国内自動車向け需要への影響が懸念されだけでなく、北米や欧州の景気後退を懸念する見方もある。
半導体については、一部地域の海外向けで短期の調整が見受けられるなど、総じて板条製品の堅調な需要動向は変わらないものの、不透明感が広がりつつある。
［銅板条の改訂需要見通し］

当初の見通し（上期136.0千トン、下期140.6千トン、年度計276.6千トン）と同水準の、上期139.1千トン、下期137.5千トン、年度計276.6千トンとした。

（対前年同期度比＋16.0％増）
[image: image1.emf]銅板条中期需要見通し
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２．黄銅板条
黄銅板条の主たる需要分野である端子・コネクターは、車載用、民生用共に銅板条と同様の動きにあり、上期の需要は旺盛であったが、下期はエコカー補助金廃止の影響や北米・欧州の景気後退の見方などが不透明となっている。　
黄銅板の用途は多岐に渡るが、日用品・雑貨についてはファスナーとしてのアパレル向け需要で裾野の拡大が見られるものの、流行の変化は大きく、ハトメやボタンの需要は減少の傾向が見受けられる。
パチスロコインはホールの淘汰やスロット人気の低下もあり、漸減の傾向が続いている。
［黄銅板条の改訂需要見通し］

当初の見通し（上期62.1千トン、下期64.4千トン、年度計126.5千トン）から減少し、上期61.7千トン、下期58.7千トン、年度計120.4千トンに改訂した。

（対前年同期度比＋13.2％増）
[image: image2.emf]黄銅板条中期需要見通し
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３．青銅板条
青銅板条の主力となる携帯電話については、安定した需要を示したが、中でもスマートフォンが広く浸透し旺盛な需要を見せた。ただ、従来機種については、調整局面を見せる商品もある等、メーカー間の優劣が見受けられる等、今後の動向については、注視する必要がある。

液晶・薄型テレビは前期から継続して高い需要を維持しが、ユーザー（商品）によっては一時的に調整が入るものもあった。

リレー・スイッチは、総じて好調を維持した。車載リレーは北米・欧州向け電装品が順調に推移し、シングルリレーも夏場過ぎ頃から需要改善の兆しが見え始めた。産業用リレーは、期を通して安定的に推移した。
半導体は、今後の動向に不透明感はあるものの、メモリーや薄型テレビ関連を中心に高位な需要水準が続いており、車載需要も総じて横ばいであった。
下期については、電子部品需要が主力を占める用途の特性から、短期的な調整は想定されるものの、総じて上期並で推移するものと思われる。エコカー補助金廃止の影響が不透明ではあるが、この分野の車載関連需要は小さく影響は少ないと思われる。　　
急激な円高については、部品製造の拠点が中国やアジア圏に多くあることから、円高の継続によっては動向に注視する必要がある。
［青銅板条の改訂需要見通し］

当初の見通し（上期24.5千トン、下期24.8千トン、年度計49.3千トン）から微減し、上期24.0千トン、下期23.7千トン、年度計47.7千トンに改訂した。

（対前年同期度比＋13.0％増）
[image: image3.emf]青銅板条中期需要見通し
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　４．銅管
今年度の銅管需要は、家庭用エアコンが需要低迷した前年度（21年度）からの反騰による販売台数の回復を期待し、微増を見通したが、夏場の猛暑需要によるエアコンの販売も大幅な伸びを見せるなど、想定を大きく上回る需要の伸びを見せた。据付台数の伸びに伴い、機内配管用や冷媒配管用などの配管材も急激な伸びがみられた。
パッケージエアコンについては、低調な基調は変わらないが、輸出向け需要に動きが見られ始めた。また、国内の大型エアコンにも猛暑による高稼働に起因する故障等の発生による付け替え需要があり、配管需要を含め拡大が見られた。
エコキュートは前年の需要が伸びなかった反動もあり、再び成長傾向に復するなど好調を維持した。家庭用冷蔵庫も好調を持続し、エコポイント制の効果と共に猛暑により買換えの需要が見られる。
ヒートパイプ等パソコン関連の需要も好調に推移した
輸出は、東南アジア市場が活況を呈していることから日系エアコンメーカー向け素管需要が大幅に増加した。
下期については、銅管需要が季節的に不需要期に入るけれども、猛暑の影響によるエアコンの販売台数が大幅に伸びていることから、下期を通し、在庫補充用の銅管需要が期待される。ただ、家庭用エアコン・パッケージエアコン共に、需要構造に大きな変化は見られないため、中期的な推移は引き続き弱含みと考えられる。

［銅管の改訂需要見通し］

当初の見通し（上期62.8千トン、下期58.8千トン、年度計121.6千トン）から大幅に増加し、上期67.0千トン、下期63.5千トン、年度計130.5千トンに改訂した。

（対前年同期度比＋10.4％増）
[image: image4.emf]銅管中期需要見通し
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５．黄銅棒

　　　黄銅棒需要のメインを占める水栓金具、バルブ、ガス機器は、それぞれが住宅・建築関連需要低迷の影響を受けていることから、自動車関連部材に堅調な需要が見られたものの、黄銅棒の回復は小幅なものに留まった。

水栓金具は、住宅エコポイント制導入とリフォーム需要により一定程度の伸びを見せたものの堅調さにまでは至らなかった。
ガス機器は、給湯器関連で僅かながら回復の兆しが見られるようになってきたが、総じて低位横ばいで推移した。ＬＰＧガスボンベも、漸く秋口から需要に動きが見られるようになった。

バルブは産業用を中心に全般的に低調に推移したが、高圧バルブについては東南アジア向けの需要が見受けられた。住宅用も徐々に回復の動きが見え始めている。

一方、自動車向けパーツは電子機器・家電部品共に堅調な需要がみられた。半導体製造装置関連の精密機器は低位横這いで推移した。

文房具も少量では有るが安定した需要が見受けられた。
銅価高に伴い、流通販売は低い在庫水準で運営されており、業界全体の品薄感から一部には扱い品種の差が見受けられるが、総じて横這いで推移するものと思われる。

国内の進出企業向けが中心となる黄銅棒の輸出は、日本製黄銅棒の品質が定着していることから安定した需要が期待できるものの、急激な円高の影響により今後の動向は不透明であり注視を要する。
　　　下期についても、総じて上期並みに推移するものと思われるが、ガス機器、ＬＰＧボンベ並びに文房具が需要期を迎え、猛暑によるエアコン在庫補充関連の需要が期待出来る反面、エコカー補助金廃止後の自動車部品の需要動向が不透明であること等、拡大と縮小の見方が交錯している。
［黄銅棒の改訂需要見通し］

当初の見通し（上期96.0千トン、下期96.6千トン、年度計192.6千トン）とほぼ同水準の、上期97.3千トン、下期97.0千トン、年度計194.3千トンに改訂した。

（対前年同期度比＋17.5％増）
[image: image5.emf]黄銅棒中期需要見通し
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６．黄銅線
国内需要は総じて回復を辿っている。ワイヤーカット線は国内の金型製造の減少傾向が大きく影響しているものの、堅調な自動車生産には限定的ではあるが需要の動きが見られた。ただ、設備投資関連の需要回復は全般に遅れている。

コネクタ線は、東南アジア向け輸出や液晶テレビなどで需要の伸びが見られた。

蛍光灯ピンはＬＥＤに押され、ゲーム機・パチンコ用線、乾電池の集電棒・一般線やリベット線も代替品や嗜好の変化により銅・黄銅離れが進み低位で推移した。
一方、輸出が主体のファスナー線は、景気変動のサイクルが短いアパレル分野需要であることと在庫の一巡が重なり、不況の影響を受けながらも回復は想定以上に早く動いた。
下期も、輸出用ファスナー線需要の好調さは変わらず推移するものと思われる。

［黄銅線の改訂需要見通し］

当初の見通し（上期15.6千トン、下期15.3千トン、年度計30.9千トン）から増量し、上期18.2千トン、下期17.0千トン、年度計35.2千トンとなり、対前年同期度比＋17.9％増に改訂した。

[image: image6.emf]黄銅線中期需要見通し
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７．銅棒
　　
21年度に大きく減退した民間設備投資は、22年上期にも目立った回復が見られなかったことから、配電制御・ブスバーや産業機器向け需要は低位に留まったままにある。

無酸素銅等については、輸出市場での動きが見られた。　　　　　　　　　　

　下期については、設備投資需要が小規模に動き始めることが期待される。

［銅棒の改訂需要見通し］

当初の見通し（上期13.5千トン、下期14.7千トン、年度計28.2千トン）から微増し、上期14.1千トン、下期15.4千トン、年度計29.5千トンに改訂した。

（対前年同期度比＋12.9％増）
[image: image7.emf]銅棒中期需要見通し
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８．黄銅管

　　　
自動車・二輪車向けは堅調に推移した。2輪車のキャブレター用細管はインド向けが好調に推移し、東南アジア向けも回復に向かっている。然しながら、他の品種同様にエコカー補助金廃止後の需要への影響が懸念される。

主たる需要である給排水衛生管等は、住宅・建築需要の回復が遅れていることから低位で推移した。その他の、楽器、光学、ソレノイド等も低調に推移した。

輸出は、コンデンサー管の中近東向けの海水淡水化装置や船舶用熱交換器が主体となるが、円高の進展によりプラント物件の競争力を失っており、輸出環境は厳しかった。

国内、輸出共に上期の傾向は継続することが想起される。

［黄銅管の改訂需要見通し］

当初の見通し（上期5.0千トン、下期5.0千トン、年度計10.0千トン）から微増し、上期5.1千トン、下期5.1千トン、年度計10.2千トンに改訂した。

（対前年同期度比＋5.2%増）
[image: image8.emf]黄銅管中期需要見通し
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９．銅線
 需要分野は電線用裸線への置き換えが進み、低位で推移した。エナメル線、ピアノ線等の需要も低位に推移した。

下期もこの傾向には変化が見られないものと思われる。

［銅線の改訂需要見通し］

当初の見通し（上期1.9トン、下期2.3千トン、年度計4.1千トン）から微増し、上期2.3千トン、下期2.4千トン、年度計4.7千トンに改訂した。

（対前年同期度比＋23.5％増）
[image: image9.emf]銅線中期需要見通し
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１０．青銅棒線
携帯電話は、在庫調整等あり一服感が見られたが、建設機械は好調に推移した。
自動車のクーラー周りの部材需要に動きがあり、鉄道用架線も安定した需要が見られた。
　　流通販売は、銅価高と円高の影響で流通の買いが抑えられている。輸出も、急激な円高の影響が懸念される。
下期についても、このような傾向は継続することが見込まれる。

［青銅棒線の改訂需要見通し］

当初の見通し（上期1.9トン、下期1.9千トン、年度計3.8千トン）とほぼ同水準の、上期2.0千トン、下期1.9千トン、年度計3.9千トンに改訂した。

（対前年同期度比＋10.8％増）
[image: image10.emf]青銅棒線中期需要見通し
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１１．洋白他
　洋白板条を中心に需要回復の傾向が22年上期も継続した。水晶振動子・携帯電話、コンデンサー、コネクター等の先端産業では、世界同時不況前の水準の90％程度の回復を見せ、青銅と並ぶ高強度・高品質な素材の需要は安定している。
べリリウム銅・チタン銅などの高強度材も、半導体、小型モーター、携帯電話、自動車向け等の先端分野での需要が中心となり、同様の推移を見せた。

棒線も、眼鏡・文具・楽器・ファスナー線等、安定した需要を維持した。

下期についても、このような傾向は継続することが見込まれる。

　
［洋白の改訂需要見通し］

当初の見通し（上期5.7トン、下期6.2千トン、年度計11.9千トン）から微増し、上期6.2千トン、下期6.2千トン、年度計12.4千トンに改訂した。

（対前年同期度比＋21.5％増）
[image: image11.emf]洋白他中期需要見通し
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（２）中期改訂見通し
　
Ⅰ．中期経済予測の変化
今回の中期改訂予測の前提として、調査機関2社＊の経済見通しを参考に、本年3月の需要見通しの前提とした水準と比較し変化を整理した。
＊㈱日本総合研究所並びに三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング

　　　その結果、３月時点よりも鈍化するとする見方と総じて変化は少ないとする見方があり、エコノミストの間でも中期動向については定まっていないと思われる。
（単位　％）
	
	平成21年

（予測）
	平成22年

（予測）
	平成23年

（予測）
	平成24年

（予測）

	
	実質国内生産（GDP）

3月予測（中央値）
	△2.2
	＋1.8
	+1.8
	

	
	
	
	
	
	

	
	9月予測　日本総研
	△1.9
	＋1.7
	＋0.6
	

	
	9月予測　三菱ＵＦＪ
	△1.9
	＋1.7
	＋1.7
	＋1.9

	鉱工業生産指数

3月予測（中央値）
	△5.3
	＋9.9
	＋4.3
	

	
	
	
	
	
	

	
	9月予測　日本総研
	△6.9
	＋12.6
	＋3.8
	

	
	9月予測　三菱ＵＦＪ
	△8.9
	＋11.5
	＋2.6
	＋3.7

	
	民間住宅投資

3月予測（中央値）
	△18.4
	+2.1
	+4.0
	

	
	
	
	
	
	

	
	9月予測　日本総研
	△18.5
	△3.8
	＋2.0
	

	
	9月予測　三菱ＵＦＪ
	△18.5
	＋0.1
	＋4.9
	＋3.0

	
	民間企業設備投資

3月予測（中央値）
	△15.6
	+2.6
	+4.6
	

	
	
	
	
	
	

	
	9月予測　日本総研
	△15.3
	＋2.0
	＋3.1
	

	
	9月予測　三菱ＵＦＪ
	△15.3
	＋3.0
	＋5.8
	＋4.8


	
	平成21年

（予測）
	平成22年

（予測）
	平成23年

（予測）
	平成24年

（予測）

	
	為替水準

3月予測（中央値）
	92.8円
	91.9円
	93.7円
	

	
	
	
	
	
	

	
	9月予測　日本総研
	93円
	87円
	88円
	

	
	9月予測　三菱ＵＦＪ
	92.8円
	87.8円
	87.9円
	89.9円

	原油価格（ドバイ）
3月予測（中央値）
	69.9
	79.5
	81.6
	(ドル/バレル)

	
	
	
	
	
	

	
	9月予測　日本総研
	69
	78
	77
	

	
	9月予測　三菱ＵＦＪ
	69.7
	77.6
	80.6
	82.3


Ⅱ．主要需要分野の動向変化
　１．半導体

　　①世界半導体市場動向（ＷＳＴＳ予測2010年6月発表による）
2009年の半導体産業は世界経済危機の影響を受け、△9.0％マイナスした。

2010年に入ると半導体産業は消費の伸び等により回復を見せ始め、現時点では対前年＋28.6%（2,910億ドル）もの大幅な伸びを予測している。

2012年の半導体事業規模は3,202億ドルが予測されることから、2009年から2012年にかけての3年間の年率成長率は＋12.3％となる。
	
	半導体産業（US$）
	　　年率（％）
	

	
	2009
	2010
	2011
	2012
	2009
	2010
	2011
	2012

	アメリカ
	3,852
	4,812
	5,040
	5,209
	1.7
	24.9
	4.7
	3.3

	ヨーロッパ
	2,986
	3,818
	4,010
	4,180
	△21.9
	27.9
	5.9
	4.2

	日本
	3,830
	4,476
	4,728
	4,919
	△21.0
	16.9
	5.6
	4.0

	アジア
	11,963
	15,989
	30,738
	17,708
	△3.5
	33.7
	6.1
	4.4

	合計
	22,631
	29,095
	1,924
	32,016
	△9.0
	28.6
	5.6
	4.2

	ﾃﾞｨｽｸﾘｰﾄ
	1,417
	1,843
	1,924
	2,027
	△16.3
	30.0
	4.4
	5.4

	オプト
	1,704
	2,197
	2,468
	2,749
	△4.8
	28.9
	12.3
	11.4

	センサー
	475
	655
	700
	736
	△7.0
	37.8
	6.8
	5.2

	ＩＣ
	19,034
	24,400
	25,647
	26,503
	△8.8
	28.2
	5.1
	3.3

	合計
	22,631
	29,095
	1,924
	32,016
	△9.0
	28.6
	5.6
	4.2


２．空調機器
エアコンの需要予測については、日本冷凍空調工業会の数値に基づき、22年上期の状況も踏まえながら、日本伸銅協会が需要業界と伸銅メーカーの動向から推計した。

　　　【エアコン需要予測】　　　　　　　　　　（単位　万台）

	ルーム

エアコン
	需　　要
	需要計
	供　　給
	
	
	パッケージエアコン　需要

	
	内需
	輸出
	
	輸入
	国内生産
	
	
	

	H21年度実見
22年度 予測
23年度 予測
24年度 予測
25年度 予測

26年度 予測

	690
730
710
710
715

715


	11
15

13

13

13

13
	701
745
723
723
728

728
	440
408
415
418

428

428
	313
316
313

310

300

300
	
	
	86

92
94
95
95
96

	
	
	
	
	
	
	
	
	


＊需要業界と伸銅メーカーの動向を基に日本伸銅協会で推計した。

３．品種別の改訂需要予測
伸銅品の中期需要予測については、本年3月に想定した予測値に対し、その後の半年間で明らかになった変化について品種別に検証を行なった。
その結果、ほとんどの品種で、本年３月からの半年間では中期的な傾向に変更が見受けられず、中期見通しの最終年度である平成26年度は、本年3月と同数量の907千トンとした。　（21年度対比の年率＋3.8％増）
[image: image12.emf]伸銅品中期需要見通し
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[image: image13.emf]伸銅品中期需要見通し
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